
 

                                 

 

 

要  旨  

 陳情人は、県が支出した補助金が原資となった刑事事件の裁判を福岡

地方裁判所小倉支部で傍聴した。 

 裁判官が検察側に何か言って、検察官が分厚いファイルを広げ15分く

らい読み続けた。その後、裁判官が被告人に向かって何か言い、着席し

ていた被告人が立ち上がり何か言おうとしたとき、弁護士が立ち上がり

１枚のペーパーを被告人に手渡した。被告人はそのペーパーを６～７分

間読んで着席した。その後、弁護士が分厚いファイルを開いて15分間く

らい読んだ。 

 その後、裁判官が法廷の全員に何か言い、検事と弁護士双方が分厚い

ファイルを裁判官に提出した。裁判官が何か検察官と弁護士らと話し合

っていたようだ。裁判はおよそ50分間で閉廷した。 

 その間陳情人がはっきりと聴きとることができたのは、被告人が読ん

だ「私は賄賂を受け取っていません、政治献金を受け取っただけです。

無罪です。」と申し述べた言葉だけであった。 

 後日、裁判所に電話で身体障害者が裁判を傍聴するにあたって何らか

の救済策の計画がありますかと尋ねた。裁判所の返事は、特別に計画し

ていることはありませんとのことであった。裁判所の、返答者個人の見

解は、法壇が主体で、傍聴席に特別な力を入れていません、というよう

に聞こえた。 

 自治体から補助を受ける補聴器は最高のボリュームにしても、裁判の

傍聴にほとんど役に立たないし、市議会や市議会委員会等の傍聴にもほ

とんど役に立っていないということが明らかになった。 

 ついては、上記の趣旨に照らして、裁判や議会や委員会の傍聴にも適

した、音量が大きい補聴器を支給していただくことを求めて陳情する。 

陳情第９３号 受理年月日 令和８年２月２６日 

付託委員会 保健福祉子ども委員会 

件   名  
条例で支給する補聴器を音量が大きいものに改める

ことを求める陳情について 


